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I. 国際法教育における抽象的学生像と現勢的教育者
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【現勢的教育者：我ら教育者たち（We the Teachers）】
● 制度に基づき知識や権威を備えた「現勢力」

（actuality = ἐνέργεια エネルゲイア） を持つ

● 教育制度として構成された（constituted）権力

● 主体的に教える存在として発言権を握る

【抽象的学生像：我ら学生たち（We the Students）】
● 将来的にどのようにも成長し得る「潜勢力」

（potentiality = δύναμις デュナミス） を持つ

● その名で教育制度を構成する（constituent）主体

● 受動的に教えられる存在として沈黙を強いられる

【銀行（banking）型教育（cf. フレイレ）】
対話が欠如、学生の批判的視点が不十分

I. 国際法教育における抽象的学生像と現勢的教育者
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II. 国際法教育における具体的学生と共省的教育者
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II. 国際法教育における具体的学生と共省的教育者
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【共省的教育者：私は一教育者（I am a Teacher）】
● 具 体 的 学 生 の 視 点 から 省 察 を 続 ける「 変 勢 力 」

（μεταδύναμις メタデュナミス）として機能

● 教育制度として「構成された権力」から

常に変化する「生構制された（instituted）主体」へ

【具体的学生：私は一学生（I am a Student）】
● 自らの潜勢力の内部に秘めた「非の潜勢力」

（impotentiality = αδυναμία アデュナミア） を保つ

● 教育制度として「構成された権力」に吸収されない

ために制度を「脱構成する（destituent）」主体

II. 国際法教育における具体的学生と共省的教育者

【対話（dialogue）型教育（cf. フレイレ）】
学生の批判的視点による対話を重要視


